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　６月 18 日、ＪＩＣＡボランティアとして
派遣される永山俊介さん（菱刈）、向原愛里
さん（山野）が、各国への出発を前に市長を
表敬訪問しました。
　青年海外協力隊のお二人はそれぞれ意気込
みや抱負を話され、市長から激励の言葉が送
られました。
　永山さんは、これまで学んできた技術を役
立てたいと作業療法士として中国へ、向原さ
んは、現地の教育現場の向上に貢献したいと
小学校教諭としてラオスへ２年間派遣されま
す。
　今後のお二人の活躍を期待します。

　７月７日、針持青少年センターで針持校区
コミュニテー協議会主催の「針持にこにこ
頭の体操教室」の開講式が行われました。
　今年で、４年目を迎える開講式には、受講
生 21 人に加え地域の主婦らによる学習サポ
ーター７人が出席して、和気あいあいの雰囲
気の中で、顔合わせが行われました。７月か
ら５か月間、毎週水曜日に頭の体操教室が実
施され、認知症予防等に効果があるという、
漢字の読み書きや計算などを楽しみながら学
習します。

　今年も村橋三郎さん宅（羽月）に、にぎや
かな声が響きます。近くの羽月小学校の１、
2 年生 51 人がぶどうの袋かけにチャレンジ
です。　袋かけは、強い日光や雨風・害虫か
ら果実を守り、病気を防ぐなどさまざまな効
果があります。子どもたちがお手伝いした 6
月 24 日は、とても暑い日で、流れる汗と目
を輝かせながら自分の名前を書いた袋を丁寧
にかぶせていました。
　収穫期になる 8 月頃には、子どもたちに美
しく色付いたぶどうが届けられるそうです。

JICA ボランティア表敬訪問

楽しみながら、頭も心も健康に！ 美味しくな～れ

　７月 17 日、お盆を前に本城小学校の親子
およそ 30 人が瓜之峰地区にある菱刈家歴代
墓地の清掃作業を行いました。はじめに同校
区に住む髙牟　行眞さんから ｢ 先祖の存在が
なくては、自分はありえない。こう考える時、
その命の流れの根源に対して感謝と尊敬の念
をもって大切にしてほしい ｣ と話がありまし
た。墓石を前に真剣に聞き入っていた子ども
達の清掃作業も慎重に行なわれ、枯葉に覆わ
れていた通路もきれいに整備されました。
　私たちへ命をつないでくださったご先祖様
へご恩返しをすることができたのではないで
しょうか。

ご先祖様のおかげ
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　７月６日、旧遠矢病院跡地に建設中の ｢ 子育て交流センター ｣
の上棟式が行なわれました。当施設が完成すれば子育てに関する

総合的な相談支援機能を加えた子育て支援中核施設とな
ります。そこへ、午後４時、続々と親子連れなど

が集結。その数 60 人余り。狙うは、子ども発達
支援センター ｢ たんぽぽ ｣ に通う子ども達が手
づくりした 2,000 個の紅白餅です。
　合図とともに餅がまかれると、こども以上
におとな達が夢中になって大きな歓声をあげ
ていました。

　恒例となった市内中学生の職場体験が、7 月に 3 日
間、8 月に 2 日間、市内の病院や保育園、各種事業所
などで行なわれました。
　生徒たちに地域社会との関わりを通して社会人とし
て必要なマナーや責任感、コミュニケーション能力な
どを高めてほしいと、毎年実施しているものです。
　初めの硬かった表情と小さな声が、時間の経過とと
もに明るく大きく変化していく様子をみていると教室
では学べない経験ができたようだと感じました。その
日の感想をたずねると、声をそろえて働くこ
との大変さと周りの人への感謝の言葉を語っ
てくれました。今後、この経験を将来の進路
に生かしてほしいものです。

働く中学生

上棟祝い

ドキドキ

ワクワク
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　７月１日、大口庁舎前で伊佐保護区保護司
会による「社会を明るくする運動」の出発式
が行われました。
　社会を明るくする運動は、すべての国民が、
犯罪や非行防止と、罪を犯した人々の更生に
ついて理解を深め、犯罪や非行のない明るい
社会を築こうとする全国的な運動です。
　また７月 18 日には、忠元公園多目的広場
で、同会による運動として、グラウンド・ゴ
ルフ大会が開催されました。市内全地区から
約 80 人が参加し、犯罪を吹き飛ばしてしま
いそうなほどの、明るい笑い声や歓声が響い
ていました。

　７月 9 日、えびの市の村岡隆明市長が菱刈
庁舎を訪れ、えびの市で発生した口蹄疫で伊
佐市の畜産農家にもご心労をおかけしたと陳
謝されました。特に、移動制限区域に入った
4 件の養豚農家には ｢ 大変なご苦労だったと
思います。ぜひ会ってお詫びしたかった。｣
と声をかけ見舞金を手渡しました。
　また、次の各団体からもご寄附をいただき
ました。（敬省略、順不同）
　　○伊佐ライオンズクラブ
　　○平出水コミュニティ協議会
　　○林建設「林和会」
　　○伊佐市パークゴルフ協会
　　○伊佐市観光特産品協会
　　○伊佐市商工会青年部・女性部
　　○大口グラウンドゴルフ協会
　　○県立北薩病院「親和会」
　皆さまからのあたたかいご支援に感謝いた
します。ありがとうございました。

　６月 13 日、全日本９人制バレーボールク
ラブカップ県予選大会で大口クラブが準優勝
されました。県代表として、全日本９人制ク
ラブカップ女子選手権大会（８月 11 日～ 14
日）と九州・山口９人制クラブカップ男女選
手権大会（10 月９日～ 11 日）に出場します。
　大口クラブの活躍を期待します。

「社会を明るくする運動」出発式
感謝のことば

｢ 遠くから心遣いがうれしかった ｣

全国大会に出場！

　６月 15 日、全国危険物安全協会理事長表
彰伝達式と鹿児島県危険物安全協会表彰式に
おいて、危険物の保安・安全管理に顕著な功
績があったとして、次の事業所が表彰されま
した。（敬称略）
全国危険物安全協会理事長表彰
　優良危険物関係事業所
　　有限会社内村自動車（写真中央）
鹿児島県危険物安全協会表彰
　優良事業所
　　住友金属鉱山株式会社菱刈鉱山（写真左）
　伊佐湧水消防組合田畑茂樹消防長（写真右）

危険物安全全国・県表彰
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